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と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
す
る
。
放
電
す
る
と
元
調
光
が
可
能
で
あ
る
。
自
た
め
防
犯
上
も
有
効
で
あ
[

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
無
色
透
明
状
態
に
戻
動
車
の
窓
に
搭
載
す
る
こ
る
。
~

印

刷

技

術

で

作

製

i

（

産

総

研

）

で

は

調

光

技

る

。

と

で

、

過

剰

な

電

力

を

消

今
後
、
多
く
の
国
で
電
術
を
使
っ
た
「
調
光
フ
ィ
こ
の
変
化
は
乾
電
池
1
費
せ
ず
に
調
光
で
き
る
た

気
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
ル
ム
」
の
研
究
開
発
を
行
本
程
度
で
可
能
で
あ
り
、
め
、
室
内
環
境
の
熱
負
荷
調
光
フ
ィ
ル
ム
は
、
正
i

る
次
世
代
自
動
車
の
普
及
っ
て
い
る
。
我
々
が
開
発
二
次
電
池
と
同
様
に
メ
モ
を
容
易
に
制
御
で
き
る
。
極
／
電
解
質
／
負
極
の
全
i

が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
。
し
て
い
る
調
光
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
性
が
あ
る
た
め
、
充
ま
た
、
着
色
状
態
で
は
、
て
を
生
産
性
に
優
れ
る
印
i

罹
代
自
動
車
の
需
要
が
は
電
気
集
反
応
を
利
用
電
量
に
応
じ
て
無
段
階
に
外
か
ら
中
が
見
ら
れ
な
い
刷
技
術
で
作
製
が
可
能
で
，

拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
航
し
、
光
学
特
性
を
切
り
替
あ
る
。
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続

距

離

を

延

ば

す

た

め

に

え

る

こ

と

が

で

き

、

正

極

ー

(
P
B
)
ナ
ノ
粒
子
（
産
i

は
、
各
種
電
装
品
の
電
力
／
電
解
質
／
負
極
と
二
次
総
研
が
開
発
）
と
酸
化
夕
百
…
…
…
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•

消

費

を

抑

制

す

る

必

要

が

電

池

に

類

す

る

構

造

を

呈

ン

グ

ス

テ

ン

(
W
0
3
)

還
元
着
色
型
薄
膜
と
し
て
を
実
施
し
て
い
る
。
最
近

自

動

車

の

窓

ガ

ラ

ス

か

あ

る

。

そ

の

た

め

の

一

っ

し

て

い

る

。

調

光

フ

ィ

ル

ナ

ノ

粒

子

（

東

芝

マ

テ

リ

機

能

す

る

。

で

は

自

動

車

搭

載

の

た

め

ら

は

太

陽

光

と

熱

が

室

内

の

方

策

と

し

て

、

空

調

負

ム

を

充

電

す

る

と

青

く

着

ア

ル

〈

横

浜

市

磯

子

区

〉

現

在

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

の

意

匠

性

担

保

の

た

め

に

に

入

り

込

み

、

室

内

の

温

荷

を

晟

小

限

に

抑

え

る

こ

色

し

、

着

色

に

よ

る

可

視

が

開

発

）

を

水

性

塗

料

化

ー

ン

（

供

給

網

）

の

強

者

新

た

に

黒

色

調

光

フ

ィ

ル

度

が

萬

く

な

る

。

自

動

車

と

で

電

力

効

率

を

向

上

さ

光

領

域

の

遮

光

性

と

近

赤

し

、

そ

れ

ぞ

れ

を

塗

布

し

連

合

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

ム

も

開

発

中

で

あ

る

。

今

の

狭

い

密

閉

空

間

は

熱

が

せ

、

電

費

を

改

善

す

る

こ

外

線

領

域

の

遮

熱

性

を

発

た

樹

脂

フ

ィ

ル

ム

を

、

電

を

溝

築

し

、

林

テ

レ

ン

プ

後

さ

ま

ざ

ま

な

耐

久

性

試

こ

も

り

や

す

い

た

め

、

特

解

質

を

介

し

て

貼

り

合

わ

（

名

古

屋

市

中

区

）

と

連

験

も

実

施

し

、

早

期

の

実

に

夏

の

炎

天

下

に

駐

車

す

せ

る

。

P
B膜
は
酸
化
着
携
し
て
自
動
車
用
調
光
フ
用
化
を
図
り
た
い
。

る

時

に

は

適

切

な

遮

熱

や

色

型

薄

膜

、

W
0
3
膜
は
ィ
ル
ム
の
社
会
実
装
研
究
（
木
曜
日
に
掲
載
）

熱
こ
も
り
や
す
い

技術で
末

R 
ー産巌．l/1の挑戦一

車
窓
調
光
フ
ィ
ル
ム

空
調
に
よ
る
冷
却
手
段
を

取
ら
な
い
と
、
運
転
者
や

同
乗
者
の
快
適
性
を
損
な

い
、
熱
中
症
の
危
険
性
も

生
じ
る
。

空
調
負
荷
抑
え
る

開発したさまざまな水性塗料

電
気
化
学
反
応
で
遮
熱

9,  

産総研ナノ材料研究
部門接着界面グル
ープ研究グループ長

川鳥一樹

石川県出身。子どもの頃から将来
の夢は研究者であったが、一番好き
な教科が歴史だったので、当時は歴
史学者が目標だった。東北大学で金
属・酸化物など無機材料に出会い、
材料開発の面白さに気付き、一貫し
て無機材料を触っている。最近は接
着にも展開し、剥がしやすい界面を
探索中。
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